クルド人２家族の難民認定を求める署名

　国連難民高等弁務官（UNHCR）日本・韓国事務所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　首席難民担当官　殿
川口市に住むトルコ国籍のクルド人難民申請者2家族12名は、難民認定を求めて7月13日から貴事務所前で座り込みを続けています。私たちは、日本政府・法務省による難民認定の現状に強く抗議し、貴事務所の更なる支援をお願いするものです。

クルドの人々の地「クルディスタン」は、第一次世界大戦後トルコ、イラン、イラク、シリア、旧ソ連邦に分断され、厳しい弾圧政策こさらされてきました。とりわけトルコ政府は、１９８０年代後半以降クルド人居住区に対する無人化攻撃、強制移住、村単位での集団拘束、拷問、などを行ってきました。その結果、多くの難民を生み出し１９９０年代には日本を目指す人々も増え、１９９６年頃から日本政府に４００名以上が難民申請をしています。しかし、極めて遺憾なことに未だ一人も難民認定されていません。難民申請者であるにもかかわらず「不法滞在者」として入管収容所に長期間強制収容されたり、何の身分の保証もない境遇に追い込まれています」マンデート難民に認定されているカザン　キ　ランさん一家はもとより、トルコの秘密警察によりトルコの自宅が捜索されたトーガンさん兄弟とその一家も、もしトルコに強制送還されれば生命の危険が十分予見できます。」このような厳しい状況の下、２家族は子供たちの将来を思い、日本政府に難民認定を求めて今回の座り込みを決意しました。

要請項目

1．日本政府・法務省は難民条約に則り、２家族１２名を認定して下さい。

2．UNHCRは、2家族１２名が難民として認定されるよう、法務省に強く働きかけて下さい。

3．もし難民認定が困難な場合は、第三国への出国を支援して下さい。

【送付先】

　＊郵送の場合：牛久入管収容所問題を考える会（つくば市高野1159－4　田中喜美子方　〒：300-2642）

　＊メール署名の場合の送信先：(名前･住所をキーインして上書き保存したら、下記のいずれかのアドレスへ添付ファイルとして送信してください。)

· 國場大介：　d-kokuba.peace.earth@s6.dion.ne.jp（直接クルド人家族へ手渡せます。）

· 千葉右京：　sakamoto_john_torajiro@ybb.ne.jp
· 牛久入管収容所問題を考える会：　ki_ushikunokai@yahoo.co.jp
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